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第
四
百
四
十
一
回 

青
葉
会
（
令
和
五
年
一
月
二
十
六
日
） 

於
：
五
反
田 

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ
集
会
所 

 
選 

 
者 

 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

西
澤
國
護 

 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

柿
﨑
忠
彦 

熊
谷
國
男
（
く
に
お
） 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重
（
た
だ
し
げ
） 

朱
牟
田
静
雄
（
恵
洲
） 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

 
豊
田
穣
（
ゆ
た
か
） 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
敏
（
び
ん
） 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
啓
子
（
け
い
子
） 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
四
点 

 

鰤
起
し
屋
根
に
重
石
の
漁
師
村 

 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
く
・
五
・
健
・
千
・
恵
・
清
・
康
・
堂
・
ゆ
・ 

允
・
亜
・
け
・
天
） 

 

十
一
点 

 

冬
銀
河
宗
谷
の
海
へ
尾
を
浸
す 

 
 
 

孤
舟 

 

（
〇
そ
・
紀
・
五
・
恵
・
た
・
清
・
康
・
〇
堂
・ 

〇
昇
・
啓
・
け
） 

 

 

十
点 

 
 

菜
に
小
さ
き
蕾
あ
り
け
り
雑
煮
椀 

 
  

康
敏 

  
（
紀
・
〇
恵
・
孝
・
清
・
堂
・
ゆ
・
び
・
昇
・ 

〇
啓
・
〇
盛
） 

 

八
点 

 

◎
初
句
会
俳
句
は
心
の
薬
か
な 

 
 
 
 
   

忠
彦 

  

（
紀
・
孤
・
〇
と
・
千
・
ゆ
・
隆
・
正
・
天
） 

 

七
点 

 

◎
ひ
と
こ
え
で
風
邪
か
と
問
は
る
母
の
勘 

 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
孤
・
恵
・
清
・
堂
・
び
・
昇
） 

◎
降
る
雪
は
ロ
マ
ン
に
あ
ら
ず
屋
根
見
上
げ   

國
護 

 

（
紀
・
孤
・
千
・
た
・
ゆ
・
〇
允
・
昇
） 

小
兵
に
も
五
分
の
勝
機
や
喧
嘩
独
楽 

 
    

 

昇   

（
紀
・
く
・
恵
・
清
・
堂
・
啓
・
亜
） 

 
 
 
 
 

 

ほ
ん
の
り
と
幸
せ
で
良
し
あ
ず
き
粥 

 
 
 

啓
子 
 
 

（
そ
・
紀
・
忠
・
と
・
孝
・
び
・
正
） 

 

六
点 

 
  

色
あ
せ
し
日
の
丸
垂
る
る
三
日
か
な 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
そ
・
紀
・
千
・
雅
・
正
・
亜
） 

◎
終
う
と
は
な
か
な
か
言
え
ぬ
年
賀
状 

  
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
健
・
龍
・
隆
） 

冬
籠
南
部
の
釜
の
湯
の
た
ぎ
り 

 
 
 
 
 
 
  

國
護 

 

（
そ
・
紀
・
〇
く
・
五
・
び
・
啓
） 

◎
屠
蘇
を
酌
む
夫
婦
揃
う
て
百
寿
ま
で  

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
孤
・
〇
孝
・
龍
・
允
・
盛
） 

◎
浮
世
絵
に
似
し
人
と
会
ふ
初
恵
比
須 

 
 
 
  

 

盛
雄 

 

（
紀
・
忠
・
〇
孤
・
恵
・
康
・
規
） 

 

五
点 

 

◎
沢
庵
に
茶
漬
け
の
欲
し
き
三
日
か
な 

 
 
 
 
 
 

忠
彦  

 

（
紀
・
孤
・
ゆ
・
國
・
昇
） 

久
に
聞
く
掛
声
嬉
し
初
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 
  

千
恵 

 

（
紀
・
五
・
康
・
正
・
け
） 

付
け
放
し
の
ラ
ジ
オ
は
筝
曲
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 
 
 

恵
洲  

 

（
紀
・
規
・
び
・
天
・
盛
） 

柚
子
香
る
山
の
出
湯
に
ど
っ
ぷ
り
と 

 
 
 
  

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
く
・
た
・
龍
・
規
） 

竹
ゆ
れ
て
高
き
鳥
声
雪
来
る
や 

 
 
  

 
 
 
 

雅
夫 

 

（
そ
・
紀
・
孤
・
孝
・
龍
） 

 
 

四
点 

 
 

寄
席
は
ね
て
花
び
ら
餅
を
手
土
産
に 

 
 
  

 

紀
久
男 

 

（
千
・
隆
・
け
・
盛
） 

語
部
の
「
だ
と
さ
」
の
民
話
榾
あ
か
り 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
堂
・
び
・
〇
正
） 

振
袖
の
乙
女
に
囲
ま
れ
初
電
車 

 
 
 
 
 
 
  

健
介 

 
 

（
紀
・
た
・
雅
・
隆
） 
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新
春
浅
草
歌
舞
伎
に
て 

初
芝
居
間
（
ま
）
良
し
声
良
し
大
向
う 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
〇
紀
・
忠
・
と
・
啓
） 

お
年
玉
急
に
神
妙
孫
の
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護  

 

（
紀
・
雅
・
允
・
天
） 

降
る
雪
や
鈍
は
覚
悟
の
在
来
線 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

  

（
紀
・
孝
・
啓
・
天
） 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
新
春
の
風
送
り
く
る 

 
 

規
雄 

  

（
紀
・
と
・
國
・
隆
） 

◎
雲
ひ
と
つ
な
き
青
空
に
凧
ひ
と
つ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孤
・
た
・
國
・
天
） 

 

息
止
め
て
目
と
目
の
勝
負
か
る
た
取
り  

 
 

け
い
子  

  

（
紀
・
健
・
正
・
昇
） 

◎
病
む
人
と
会
へ
ぬ
は
淋
し
寒
見
舞
い  

 
 
   

盛
雄 

   

（
紀
・
忠
・
孤
・
び
） 

 

三
点 

 
  

白
鳥
を
金
色
に
染
め
初
日
か
な            

く
に
お 

 
 

（
紀
・
規
・
亜
） 

◎
大
旦
白
鷺
一
羽
身
じ
ろ
が
ず              

五
郎
太 

  

（
紀
・
孤
・
く
） 

苔
玉
に
十
両
の
実
の
七
つ
八
つ 

 
 
 
 
 
   

仝 
  

（
紀
・
清
・
〇
康
） 

冬
温
く
し
消
失
点
は
画
紙
の
外 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

（
紀
・
孝
・
亜
） 

骨
董
は
な
べ
て
が
ら
く
た
初
薬
師 

 
 
 
 
 

康
敏 

  

（
紀
・
〇
健
・
亜
） 

二
階
よ
り
拝
む
山
端
の
初
日
の
出 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

  

（
紀
・
く
・
雅
） 

初
旅
や
勾
配
緩
き
水
郡
線 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
康
・
け
） 

笑
い
声
溢
れ
る
座
敷
お
正
月 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
國
・
隆
） 

 
 

残
さ
れ
し
日
々
を
悔
い
な
く
去
年
今
年 

 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
五
・
ゆ
） 

 
 

二
点 

 
 

日
の
出
浴
び
鎮
守
に
祈
る
孫
受
験 

 
  

 
 

紀
久
男 

 
（
た
・
國
） 

胃
癌
癒
へ
極
月
一
杯
酒
を
断
つ 

 
  

 
 
 
 
 

仝 
 

（
健
・
と
） 

御
慶
交
ふ
楽
屋
見
舞
の
綺
麗
所
（
き
れ
い
ど
こ
） 

   

仝 
 

（
龍
・
允
） 

喜
々
と
し
て
年
玉
弾
む
夫
婦
か
な 

 
 
         

仝 
 

（
雅
・
規
） 

 
 
 
 
 

初
凧
の
糸
に
意
志
あ
り
碧
天
へ 

 
 
 
 
  

 

孤
舟 

 

（
紀
・
千
） 

 
 
 
 

葉
牡
丹
の
一
片
散
つ
て
女
正
月 

 
  

 
 
  

く
に
お 
 

（
紀
・
盛
） 

寒
梅
や
遠
く
に
聞
ゆ
水
の
音 

  
 
 
 
 
 

五
郎
太 

  
(

紀
・
〇
龍) 

初
飛
行
単
身
生
活
へ
戻
り
行
く 

  
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
〇
忠
） 

初
富
士
は
ダ
イ
ヤ
の
煌
め
き
の
中
に 

 
 
 
 
 

千
恵   

（
そ
・
紀
） 

 
 

爽
や
か
な
鳥
の
初
声
目
を
覚
ま
し 

 
 
 

 

た
だ
し
げ 

  

（
國
・
雅
） 

炬
燵
の
子
押
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
教
え
た
し 

 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
健
） 

 
 
 

◎
凍
豆
腐
吊
り
赤
彦
の
湖
近
し 

 
 
 
 
 
 
  

康
敏 

 

（
紀
・
孤
） 

 
 

い
ろ
り
端
ど
て
ら
に
地
酒
背
を
丸
め 

 
 
 
  

國
護 

  

（
紀
・
允
） 

 
 

頭
よ
り
心
が
大
事
木
瓜
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
紀
・
規
） 

朝
日
浴
び
鳥
啼
き
交
わ
す
初
詣 

 
 
 
 
 
 

 

啓
子 

 

（
紀
・
隆
） 

そ
の
指
の
冷
気
貫
く
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ 

 
  

 
 

仝  
 

（
紀
・
け
） 

キ
ッ
ク
キ
ッ
ク
音
の
す
る
ら
し
雪
渡
り 

 
 
 
 

 

仝  
 

（
紀
・
と
） 

子
を
抱
い
て
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
猿
団
子 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
五
） 

 
 
 
 
 

 

屠
蘇
注
ぎ
て
賜
杯
の
い
は
れ
子
に
つ
た
ふ 

   
 

亜
也  

 

（
紀
・
盛
） 

胼
わ
れ
の
指
を
抱
え
て
医
者
に
行
く 

 
 
 
 
 

天
牛  

 

（
紀
・
啓
） 

 

一
点 
 
 

空
爆
下
寒
さ
に
耐
え
る
都
市
の
民 

 
 
 
 

そ
ら
お  

 

（
紀
） 

 

 
        

凍
て
る
朝
人
見
て
吠
ゆ
る
犬
憎
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

 

（
紀
） 
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感
染
し
自
宅
隔
離
の
年
始
め 

 
  

 
 
 
 

忠
彦   

  

（
紀
） 

底
冷
え
の
朝
に
供
へ
る
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ 

  

と
み
子 

 
  

（
紀
） 

孫
ら
去
に
朝
寝
と
決
め
し
四
日
か
な 

  
 
 

堂
哉 

 
 

 

（
紀
） 

 

初
場
所
の
賞
金
諸
手
に
余
り
け
り 

 
 

  
 
 

仝 
 

  

（
紀
） 

香
里
（
か
お
る
さ
と
）
春
待
ち
顔
に
庭
木
揺
れ 

 

雅
夫  

 
 

（
紀
） 

 
爺
ふ
た
り
渋
民
村
の
雪
下
ろ
し 

 
 
 
 

  

び
ん 

 
 

 

（
紀
） 

ジ
ョ
ツ
ガ
ー
に
色
目
を
使
う
辛
夷
の
芽 

 
 
 

正
明 

 
 
 

（
紀
） 

霜
柱
リ
ズ
ム
で
踏
み
て
音
に
の
る 

 
 
 
 

け
い
子 

 
  

（
紀
） 

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
孫
つ
ま
み
食
ひ
お
正
月 

  

天
牛 

 
  

（
紀
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

     

 

《 

句 

評 

》 

十
四
点
句 

鰤
起
し
屋
根
に
重
石
の
漁
師
村 

 
 
    

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
北
陸
の
冬
は
時
に
大
雪
と
な
り
厳
し
い
が
、
雷
は
ブ
リ
漁
の
豊
漁
を
兆
す
ら
し
い
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
鰤
起
こ
し
と
い
う
独
特
の
季
語
に
屋
根
に
重
し
を
乗
せ
た
漁
師
村
の
家
の
景
色
が
良
く
マ
ッ 

チ
し
て
い
る
。
厳
し
い
能
登
の
冬
に
ひ
っ
そ
り
と
耐
え
て
い
る
漁
師
村
の
風
情
。（
最
近
鰤 

の
産
地
氷
見
を
訪
れ
た
ば
か
り
な
の
で
景
色
が
見
え
ま
す
。） 

康
敏
さ
ん
・
・
・
強
い
雨
の
中
、
雷
光
に
板
葺
き
屋
根
に
重
し
の
石
を
乗
せ
た
漁
村
が
浮
か
び
上
が
る
。
今
で 

は
こ
ん
な
貧
し
い
漁
村
は
北
陸
に
も
無
い
と
思
う
が
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・.

寒
々
と
し
て
人
気
の
途
絶
え
た
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
鰤
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
て
も
と 

て
も
美
味
し
い
で
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
雪
国
の
家
々
の
大
雪
に
備
え
た
屋
根
の
重
し
で
す
ね
。
雪
国
の
情
景
が
伝
わ
り
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
海
岸
べ
り
の
粗
末
な
家
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。 

 

十
一
点
句 

冬
銀
河
宗
谷
の
海
へ
尾
を
浸
す 

 
 
    

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
銀
河
が
長
く
尾
を
引
き
、
海
に
消
え
る
の
を
「
浸
す
」
と
表
現
し
た
の
が
い
い
と
思
い
ま 

し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
北
海
道
の
冬
の
壮
大
な
景
色
が
目
に
浮
か
ん
で
き
そ
う
で
、
下
五
の
表
現
が
秀
逸
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
別
に
小
生
の
採
ら
せ
て
頂
い
た
〝
菜
に
小
さ
き
蕾
あ
り
け
り
・
・
〟
と
対
照
的
な
大
き
な 

大
き
な
世
界
。
微
視
に
対
す
る
巨
視
。
宗
谷
の
夜
空
の
星
は
さ
ぞ
か
し
豪
勢
に
違
い
な 

く
。
冬
銀
河
に
尾
が
あ
る
、
と
い
う
個
性
的
な
見
方
、
し
か
も
そ
れ
が
北
の
荒
海
に
尾
を 

ひ
た
し
て
い
る
と
い
う
表
現
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
。 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
凍
て
つ
く
空
に
日
本
最
北
端
の
宗
谷
海
峡
を
跨
ぐ
銀
河
。「
尾
を
浸
す
」
が
句
の
注
目
点
だ 

が
、
西
村
和
子
に
「
海
原
に
銀
漢
の
尾
の
触
れ
て
ゐ
む
」
が
あ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
何
と
も
雄
大
な
！
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懸
命
に
景
色
を
想
像
し
て
、
震
え
な
が 

ら
星
空
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
冬
の
宗
谷
海
峡
の
荒
涼
と
し
た
大
景
を
詠
ま
れ
た
句
で
す
ね
。
素
晴
ら
し
い
。
山
口
誓
子 

の
「
流
氷
や
宗
谷
の
門
波
荒
れ
止
ま
ず
」
の
名
句
を
想
起
し
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
何
と
云
っ
て
も
下
五
の
表
現
、
瞠
目
致
し
ま
し
た
。 
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十
点
句 

 

菜
に
小
さ
き
蕾
あ
り
け
り
雑
煮
椀 

 
   

 

康
敏 

  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
雑
煮
の
中
の
菜
に
小
さ
な
蕾
が
あ
る
の
に
気
が
付
い
た
観
察
眼
、
流
石
！
こ
ん
な
微
細
な
世 

界
に
も
立
派
に
俳
句
の
種
が
あ
る
こ
と
に
よ
く
目
を
止
め
ら
れ
た
。
凡
手
に
は
及
ば
な
い
句 

作
り
と
感
服
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ふ
と
見
る
と
菜
の
蕾
を
見
つ
け
た
喜
び
が
伝
わ
り
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・.

椀
の
中
で
の
小
さ
な
発
見
は
嬉
し
い
で
す
！
い
た
だ
く
前
の
お
し
ゃ
べ
り
が
聞
こ
え
て
き 

ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
元
日
の
雑
煮
椀
の
中
の
青
物
に
小
さ
な
蕾
が
あ
る
こ
と
に
眼
を
と
め
、
そ
の
彩
ま
で
も
く
っ 

き
り
と
描
き
出
し
て
俳
句
に
仕
立
て
ら
れ
る
技
量
、
穏
や
か
な
希
望
を
含
ん
だ
ご
家
庭
で
の 

お
正
月
の
景
が
こ
れ
で
充
分
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
感
動
致
し
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
正
月
の
静
か
な
朝
餉
の
雰
囲
気
が
充
分
に
伝
わ
る
佳
句
。 

 

八
点
句 

 

◎
初
句
会
俳
句
は
心
の
薬
か
な 

 
 
 
 
   

忠
彦 

   

孤
舟
さ
ん
・
・
・
俳
句
に
勤
し
む
こ
と
は
百
薬
の
長
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
私
も
俳
句
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
の
薬
が
良
い
で
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
俳
句
を
心
の
薬
と
捕
ら
え
た
感
覚
が
絶
妙
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
改
め
て
俳
句
を
心
の
薬
と
思
う
年
始
め
。「
俳
句
で
も
始
め
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
医
師
が
い 

て
も
よ
さ
そ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
一
寸
理
く
つ
っ
ぽ
い
で
す
が
、
薬
と
は
う
ま
い
で
す
ね
。 

 

七
点
句 

 

◎
ひ
と
こ
え
で
風
邪
か
と
問
は
る
母
の
勘 

 
 

と
み
子 

  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
母
親
に
と
っ
て
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
子
供
は
子
供
。
全
て
お
見
通
し
。 

た
だ
、
中
七
（
問
は
る
）
が
歴
史
的
仮
名
遣
い
な
の
で
、（
ひ
と
こ
え
）
は
（
ひ
と
こ
ゑ
） 

と
し
ま
し
ょ
う
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
子
供
時
代
の
思
い
出
か
、
齢
を
取
ら
れ
た
現
在
の
ご
母
堂
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
子
を
思 

う
母
の
気
持
ち
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
有
難
さ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
母
の
句
で
す
ね
！
何
度
も
図
星
を
つ
か
れ
た
も
の
で
す
。 

◎
降
る
雪
は
ロ
マ
ン
に
あ
ら
ず
屋
根
見
上
げ   

國
護 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
純
白
の
雪
は
神
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
り
が
た
い
が
、
屋
根
の
雪
卸
し
他
た
い
へ
ん
な
作
業
を
強 

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
雪
国
で
生
活
す
る
人
の
雪
に
対
す
る
感
覚
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
雪
国
に
と
っ
て
雪
は
ロ
マ
ン
ど
こ
ろ
か
災
難
で
す
ね
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
雪
深
い
地
域
に
住
む
人
び
と
の
雪
下
ろ
し
の
作
業
は
大
変
な
労
働
で
特
に
年
寄
に
と
っ
て 

は
命
懸
け
の
作
業
で
す
。
た
だ
屋
根
を
見
上
げ
て
嘆
息
す
る
ば
か
り
。 

小
兵
に
も
五
分
の
勝
機
や
喧
嘩
独
楽 

 
    

 

昇   
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
相
撲
の
句
か
？
と
思
わ
せ
て
、
実
は
喧
嘩
ゴ
マ
の
句
、
と
い
う
一
種
の
ど
ん
で
ん
返
し 

感
が
面
白
い
。 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
喧
嘩
独
楽
（
小
兵
力
士
）
の
勝
気
が
よ
く
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
子
供
の
頃
「
ば
い
」
と
呼
ん
で
い
た
金
属
製
の
小
さ
な
独
楽
で
遊
び
ま
し
た
。
上
手
く
ゆ 

く
と
相
手
の
独
楽
を
見
事
に
弾
き
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
相
撲
に
見
立
て
た
楽
し
さ
。 
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ほ
ん
の
り
と
幸
せ
で
良
し
あ
ず
き
粥 

 
 

  

啓
子 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
あ
ず
き
粥
は
、
私
も
大
好
き
で
す
。「
ほ
ん
の
り
」
は
粥
の
甘
さ
と
幸
せ
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
小
豆
の
紅
い
色
が 

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
甘
辛
両
刀
使
い
で
す
が
、
あ
ず
き
粥
を
食
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ず
き
粥
で
常
温
の 

酒
を
呑
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

六
点
句 

 

色
あ
せ
し
日
の
丸
垂
る
る
三
日
か
な 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
旗
日
に
旗
を
出
す
家
も
少
な
く
な
り…

。
そ
も
そ
も
戸
建
て
は
主
が
ど
こ
も
高
齢
で
。 

◎
終
う
と
は
な
か
な
か
言
え
ぬ
年
賀
状 

  
 
 
 
 

千
恵 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
私
は
今
年
「
年
賀
状
廃
止
宣
言
」
を
し
た
。
し
か
し
や
は
り
寂
し
い
も
の
。 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
私
も
そ
う
で
す
。
来
年
は
実
行
し
ま
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
実
際
仲
々
な
難
事
。
一
度
終
っ
て
復
活
さ
せ
た
輩
が
居
た 

隆
さ
ん
・
・
・
・
名
案
が
浮
か
ば
ず
、
次
の
賀
状
の
季
節
を
迎
え
る
。
で
も
、
近
年
で
は
失
礼
で
な
く
な
っ
た 

こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。 

冬
籠
南
部
の
釜
の
湯
の
た
ぎ
り 

 
 
 
 
 
 
  

國
護 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
南
部
の
釜
が
効
い
て
「
湯
の
滾
り
」
に
静
寂
の
極
み
を
感
じ
ま
す
。 

◎
屠
蘇
を
酌
む
夫
婦
揃
う
て
百
寿
ま
で  

 
 
 
 
 
 

昇 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
男
女
と
も
平
均
寿
命
が
百
歳
に
な
る
の
も
夢
で
は
な
い
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
和
や
か
な
家
庭
生
活
が
窺
え
て
気
持
ち
が
暖
か
く
な
る
。
「
百
寿
ま
で
」
が
良
い
で
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
人
生
、
晴
れ
の
日
ば
か
り
で
は
無
か
っ
た
。
心
意
気
が
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
青
葉
会
の 

皆
さ
ん
、
あ
や
か
り
ま
し
ょ
う
。 

◎
浮
世
絵
に
似
し
人
と
会
ふ
初
恵
比
須 

 
 
 
  

 

盛
雄 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
大
勢
の
参
詣
客
の
中
に
、
思
い
が
け
ず
瓜
実
顔
で
日
本
髪
・
和
服
姿
の
浮
世
絵
美
人
を
発
見
。 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
新
年
早
々
面
白
い
経
験
さ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
可
笑
し
く
な
る
句
で
す
ね
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
関
西
の
味
の
句
で
す
ね
。
東
京
で
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
、
古
風
な
正
月
行
事
に
、
浮
世
絵
か 

ら
抜
け
出
し
て
き
た
よ
う
な
、（
多
分
）
和
装
の
美
人
は
良
く
似
合
い
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
え
べ
っ
さ
ん
は
大
阪
が
盛
ん
だ
。
人
混
み
の
中
に
浮
世
絵
か
ら
抜
け
出
た
よ
う
な
美
人…

思 

わ
ず
振
り
返
る
。
尚
、
池
田
俊
二
著
『
日
本
語
を
知
ら
な
い
俳
人
た
ち
』（PHP
研
究
所
）
に 

て
、「
似
し
人
」
は
誤
り
、
文
法
的
に
「
似
た
る
人
」
が
正
し
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

五
点
句 

◎
沢
庵
に
茶
漬
け
の
欲
し
き
三
日
か
な 
 
 
 
  

 

忠
彦  

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
お
節
料
理
は
元
日
・
二
日
で
堪
能
し
た
。
三
日
は
あ
っ
さ
り
し
た
沢
庵
と
茶
漬
け
で
十
分
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
正
月
の
祝
い
酒
に
ご
馳
走
が
続
く
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
が
欲
し
く
な
り
ま
す
ね 

 

久
に
聞
く
掛
声
嬉
し
初
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 
  

千
恵 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
歌
舞
伎
座
で
は
、
一
般
席
か
ら
の
掛
け
声
は
依
然
禁
止
だ
が
、
四
階
の
ア
ク
リ
ル
板
に
囲
ま 

れ
た
席
か
ら
マ
ス
ク
し
た
関
係
者
が
掛
け
声
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
劇
の
雰
囲
気
が 

戻
っ
て
き
た
。 

紀
久
男
・
・
・
・
浅
草
新
春
歌
舞
伎
を
総
見
し
た
折
、
私
が
久
し
振
り
に
大
向
う
披
露
し
た
折
の
句
。
皆
さ
ま 

に
喜
ば
れ
て
一
安
心
し
ま
し
た
。 

付
け
放
し
の
ラ
ジ
オ
は
筝
曲
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 
 

恵
洲 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
説
明
が
ち
ょ
っ
と
過
剰
か
と
思
い
ま
す
。
「
日
脚
伸
ぶ
お
や
ど
こ
か
ら
か
箏
の
音
の
」
と
で 

も
如
何
？ 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
い
か
に
も
正
月
の
の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気
で
す
ね
‼ 
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柚
子
香
る
山
の
出
湯
に
ど
っ
ぷ
り
と 

 
 
 
  

ゆ
た
か 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
日
頃
の
疲
れ
が
吹
っ
飛
び
そ
う
な
句
で
、
う
ら
や
ま
し
い
気
分 

 

竹
ゆ
れ
て
高
き
鳥
声
雪
来
る
や 

 
 
  

 
 
 
 

雅
夫 

 
紀
久
男
・
・
・
・
雪
模
様
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
鶲
（
ひ
た
き
）、
啄
木
鳥
、
鶫
（
つ
ぐ
み
）
等
が
来
て
賑
い
ま
す
。 

 
 

四
点
句 

 

寄
席
は
ね
て
花
び
ら
餅
を
手
土
産
に 

 
 
  

 

紀
久
男 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
老
舗
の
和
菓
子
屋
で
「
花
び
ら
餅
」
を
買
っ
た
。
恥
か
し
な
が
ら
初
め
て
こ
の
菓
子
を
知
っ  

た
。
正
月
気
分
を
大
い
に
味
わ
っ
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
作
者
の
ゆ
と
り
で
す
な
。
一
人
遊
び
に
小
さ
な
負
い
目
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。 

紀
久
男
（
自
解
）・
小
生
「
助
六
」
出
演
の
折
、
い
つ
も
撒
き
物
に
使
っ
て
い
る
神
田
「
さ
ゝ
ま
」
の
最
中
は 

高
名
で
す
が
、
こ
こ
の
花
び
ら
餅
は
最
高
で
す
。
皆
さ
ま
に
お
薦
め
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

語
部
の
「
だ
と
さ
」
の
民
話
榾
あ
か
り 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
に
感
心
し
ま
し
た
！
又
、
季
語
が
抜
群
で
す
！ 

正
明
さ
ん
・
・
・
勧
善
懲
悪
が
多
い
民
話
、
お
終
い
は
、「
だ
か
ら
そ
ん
な
事
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と       

さ
」
と
い
う
事
で
し
ょ
う
。
民
話
だ
け
で
無
く
、
世
界
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
を
す
る

事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
平
和
な
一
年
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。 

振
袖
の
乙
女
に
囲
ま
れ
初
電
車 

 
 
 
 
 
 
  

健
介 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
華
や
い
だ
新
年
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
て
、
楽
し
い
。 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
正
月
に
華
や
か
な
振
袖
姿
は
よ
く
似
合
う
。
消
え
な
い
で
欲
し
い
光
景 

 
 

 
 
 

新
春
浅
草
歌
舞
伎
に
て 

初
芝
居
間
（
ま
）
良
し
声
良
し
大
向
う 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
新
年
の
若
手
の
歌
舞
伎
。
張
り
切
っ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
具
体
的
な
説
明
（
間
良
し
声
良
し
）
が
、
よ
か
っ
た
で
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
未
だ
解
禁
さ
れ
て
い
な
い
掛
け
声
を
決
め
て
気
分
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
小
屋
の
係
員
が
注 

意
す
る
ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

お
年
玉
急
に
神
妙
孫
の
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護  

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
孫
を
も
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
通
り
で
す
。 

降
る
雪
や
鈍
は
覚
悟
の
在
来
線 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

  

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
山
陰
線
も
そ
う
で
し
た
が
、
日
本
海
沿
岸
を
走
る
汽
車
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
東
海
岸
の
人 

に
は
わ
か
り
に
く
い
で
し
ょ
う
ね
。 

 

紀
久
男
・
・
・
・
忠
彦
さ
ん
と
青
森
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
（
五
能
線
）
の
旅
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

烏
賊
を
炙
っ
て
地
酒
を
呑
み
た
い
も
の
で
す
。 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
新
春
の
風
送
り
く
る 

 
 
 

規
雄 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
ニ
ュ
ー
イ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
る
と
お
正
月
ら
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ニ
ュ
ー
・
イ
ア
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
新
年
を
飾
る
恒
例
行
事
。
「
風
送
り
く
る
」
が
気
に
な 

る
。「
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
青
き
ド
ナ
ウ
や
年
始
め
」
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

◎
雲
ひ
と
つ
な
き
青
空
に
凧
ひ
と
つ 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
風
に
身
を
任
せ
る
凧
は
ひ
た
す
ら
高
み
へ
と
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
正
月
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
凧
あ
げ
が
少
な
く
な
っ
た
今
、
凧
一
つ
で
も
正
月
ら
し
く
て 

楽
し
そ
う
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
仲
々
の
俳
人
で
す
ね
。 
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◎
病
む
人
と
会
へ
ぬ
は
淋
し
寒
見
舞
い  

 
 
 
   

盛
雄 

   

孤
舟
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
渦
で
お
見
舞
い
の
面
会
は
ご
法
度
。
残
る
は
郵
便
で
の
ご
機
嫌
伺
い
の
み
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
、
一
句
内
で
現
代
仮
名
遣
い
と
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
併
用
は
避
け
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

寒
見
舞
い 

→
 

寒
見
舞 

ま
た
は 

寒
見
舞
ひ 

と
す
る
こ
と
で
解
決
し
ま
す
。 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
自
宅
養
療
が10

日
間
あ
り
ま
し
た
の
で
、
実
感
！ 

自
室
に
閉
じ
こ 

も
っ
て
い
る
の
で
、
同
居
の
小
一
の
孫
が
ド
ア
越
し
に
毎
日
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ

し
い
や
ら
、
淋
し
い
や
ら･･･

。 

 

三
点
句 

 

白
鳥
を
金
色
に
染
め
初
日
か
な 

 
  

 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
早
起
き
し
な
け
れ
ば
目
に
し
得
ぬ
美
。 

紀
久
男
・
・
・
・
新
潟
の
湖
で
白
鳥
の
餌
撒
き
等
お
世
話
さ
れ
て
い
る 

く
に
お
さ
ん
に
ご
案
内
さ
れ
、
凍 

て
つ
く
寒
さ
の
中
、
白
鳥
が
啼
き
交
わ
し
家
族
単
位
で
次
々
飛
翔
す
る
様
子
は
、
こ
の
上 

な
く
素
晴
ら
し
い
光
景
で
忘
れ
得
ま
せ
ん
。 

◎
大
旦
白
鷺
一
羽
身
じ
ろ
が
ず 

 
  

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
正
月
の
白
鷺
は
鶴
に
も
似
た
威
厳
と
お
目
出
度
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

苔
玉
に
十
両
の
実
の
七
つ
八
つ 

 
 
 
 
  

五
郎
太 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
十
両
の
盆
栽
、
根
元
の
苔
玉
に
落
ち
た
赤
い
実
、
色
の
取
り
合
わ
せ
が
美
し
い
。 

冬
温
く
し
消
失
点
は
画
紙
の
外 

 
 
 
  

 

五
郎
太 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
透
視
図
法
を
持
ち
込
ん
だ
発
想
を
買
う
も
、
上
五
の
必
然
性
は
？ 

骨
董
は
な
べ
て
が
ら
く
た
初
薬
師 

 
 
 
 
 

康
敏 

  
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
詣
で
た
つ
い
で
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
。「
な
べ
て
」
の
措
辞
が
古
風
で
好
も
し
い
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
初
薬
師
と
言
う
神
妙
な
場
面
で
、
骨
董
な
ん
て
が
ら
く
た
、
と
切
り
捨
て
た
と
こ
ろ
が
痛
快
。 

 

初
旅
や
勾
配
緩
き
水
郡
線 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
水
戸
か
ら
久
慈
川
渓
谷
を
通
り
郡
山
へ
向
か
う
水
郡
線
。
袋
田
の
滝
は
凍
て
付
い
た
こ
と 

だ
ろ
う
。 

紀
久
男
・
・
・
・
か
つ
て
允
章
さ
ん
等
と
共
に
水
郡
線
を
使
っ
て
旅
し
た
事
あ
り
ま
す
（
袋
田
温
泉
泊
）。 

車
内
か
ら
梅
見
満
喫
し
ま
し
た
。 

笑
い
声
溢
れ
る
座
敷
お
正
月 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
子
供
の
頃
の
正
月
は
、
父
が
親
戚
の
家
に
年
始
回
り
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
親
戚
と
の 

笑
い
声
は
正
月
気
分
を
盛
り
上
げ
た
。
「
核
家
族
」
へ
片
寄
っ
た
日
本
の
正
月
に
笑
い
声
は 

め
っ
き
り
減
っ
た
。 

 
 

残
さ
れ
し
日
々
を
悔
い
な
く
去
年
今
年 

 
 
 

盛
雄 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
全
く
同
感
で
す 

 
 

二
点 

 
 

日
の
出
浴
び
鎮
守
に
祈
る
孫
受
験 

 
  

 
 

紀
久
男 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
孫
の
受
験
、
新
年
の
鎮
守
様
へ
の
お
願
い
、
よ
く
分
り
ま
す
。 

 
 
 
 

胃
癌
癒
へ
極
月
一
杯
酒
を
断
つ 

 
  

 
 
 

紀
久
男 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

ご
快
気
さ
れ
て
何
よ
り
で
す
。1

ケ
月
禁
酒
は 

本
当
で
し
ょ
う
か
。 

 

※
孤
舟
さ
ん
・
・
・
作
者
の
「
癒
へ
」
送
り
仮
名
は
「
癒
え
」。
よ
く
見
か
け
る
間
違
い
で
す
。 

御
慶
交
ふ
楽
屋
見
舞
の
綺
麗
所
（
き
れ
い
ど
こ
） 

紀
久
男 

  
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
と
言
う
エ
レ
ガ
ン
ス!  

場
所
が
場
所 

美
女
数
多
。 

紀
久
男(

自
解)

・
・
高
島
田
の
新
橋
芸
者
は
じ
め
着
飾
っ
た
女
性
群
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ご
祝
儀
袋
が
飛
び 
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交
い
ま
す
。 

葉
牡
丹
の
一
片
散
つ
て
女
正
月 

 
  

 
 
  

く
に
お 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ベ
テ
ラ
ン
の
手
に
よ
る
繊
細
な
佳
句
。 

紀
久
男
・
・
・
・
ベ
テ
ラ
ン
の
く
に
お
さ
ん
が
季
重
り
を
承
知
で
敢
え
て
詠
ま
れ
た
句
で
し
ょ
う
。 

 
  

 
※
た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
残
念
な
が
ら
葉
牡
丹
、
女
正
月
の
季
語
重
な
り
と
思
わ
れ
採
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

寒
梅
や
遠
く
に
聞
ゆ
水
の
音 

  
 
 
 
 
 

五
郎
太 

  

龍
平
さ
ん
・
・
・
見
事
な
早
咲
き
梅 

遠
い
水
音
が
春
を
告
げ
て
咲
か
せ
た
か
。
何
気
な
い
自
然
の
営
為 

 
見
事
で
す
！ 

※
孤
舟
さ
ん
・
・
「
聞
こ
ゆ
」
は
水
に
か
か
る
の
で
「
聞
こ
ゆ
る
」
と
連
体
形
に
し
、 

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

遠
く
に
聞
ゆ 

→
 

遠
く
聞
こ
ゆ
る 

と
整
え
ら
れ
ま
す
。 

初
飛
行
単
身
生
活
へ
戻
り
行
く 

  
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・･

私
も
経
験
し
て
お
り
ま
す
。
飛
行
機
の
中
で
心
の
切
り
替
え
や
新
年
の
挨
拶
廻
り
な
ど
を 

考
え
た
も
の
で
す
。
こ
の
題
材
を
思
い
付
く
と
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

◎
凍
豆
腐
吊
り
赤
彦
の
湖
近
し 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

  
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
信
州
・
諏
訪
地
方
の
厳
寒
の
頃
の
風
景
。 

康
敏
さ
ん
（
自
解
）・
・「
赤
彦
の
湖
」
は
諏
訪
湖
で
す
。
諏
訪
出
身
の
島
木
赤
彦
は
「
み
づ
う
み
の
氷
は
解
け 

て
な
ほ
寒
し
三
日
月
の
影
波
に
う
つ
ろ
ふ
」
な
ど
、
諏
訪
湖
を
詠
ん
だ
歌
を
沢
山
残
し
て
い 

ま
す
。
諏
訪
盆
地
の
冬
は
寒
く
、
家
々
の
軒
先
に
藁
で
数
個
ず
つ
豆
腐
を
連
ね
て
吊
る
し
、 

凍
豆
腐
を
造
っ
て
い
ま
す
。
実
は
戦
時
中
、
上
諏
訪
に
疎
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
の
高
島 

国
民
学
校
の
校
長
は
赤
彦
の
弟
で
し
た
。
赤
彦
も
元
は
小
学
教
師
で
す
。 

最
後
の
校
長
さ
ん
の
こ
と
を
云
い
た
く
て
・
・
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

い
ろ
り
端
ど
て
ら
に
地
酒
背
を
丸
め 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 

紀
久
男
さ
ん
・
・
季
重
り
で
す
が
敢
え
て
採
り
ま
し
た
。
小
生
風
呂
上
り
は
い
つ
も
ど
て
ら
着
て
晩
酌
で
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
い
ろ
り
」
と
「
ど
て
ら
」
の
季
重
な
り
。
そ
れ
に
内
容
を
詰
め
込
み
過
ぎ
て
い
る
と
思 

い
ま
す
。 

（
他
に
も
季
重
な
り
が
三
句
程
あ
り
ま
す
が
、
主
季
語
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
指
摘
し
ま
せ
ん
で
し
た
。） 

朝
日
浴
び
鳥
啼
き
交
わ
す
初
詣 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
鳥
に
と
っ
て
も
新
年
が
始
ま
る
と
考
え
る
思
い
や
り
。 

「
朝
日
浴
び
」
を
除
き 

「
鳥
啼
く
や
空
に
も
鳥
の
初
詣
」
で
も
よ
さ
そ
う
。 

キ
ッ
ク
キ
ッ
ク
音
の
す
る
ら
し
雪
渡
り 

 
 
 

啓
子 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
キ
ッ
ク
キ
ッ
ク
の
音
か
ら
賢
治
の
童
話
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
の
が 

お
も
し
ろ
い
で
す
。 

 

屠
蘇
注
ぎ
て
賜
杯
の
い
は
れ
子
に
つ
た
ふ 

   

亜
也 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
物
知
り
父
さ
ん
の
ご
機
嫌
な
お
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
、
愉
し
い
佳
作
。 

 
 
 
 
 
 
 

胼
わ
れ
の
指
を
抱
え
て
医
者
に
行
く 

 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
年
の
冬
は
特
に
寒
く
、
ケ
ア
が
大
事
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
点 

 
 

底
冷
え
の
朝
に
供
へ
る
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ 

  

と
み
子 

 
  

 

紀
久
男
・
・
・
・
亡
き
ご
主
人
（
保
明
さ
ん
）
は
甘
党
で
し
た
か
ら
喜
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

孫
ら
去
に
朝
寝
と
決
め
し
四
日
か
な 

  
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
倅
一
家
、
娘
一
家
が
来
て
お
年
玉
を
弾
ん
だ
り
、
嬉
し
い
な
が
ら
少
々
疲
れ
た
気
分
が
伝
わ
る 

句
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§ 
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【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 
令
和
五
年
二
月
二
十
三
日
（
木
）
天
皇
誕
生
日 

 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

 

会
場
： 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
（
世
田
谷
区
施
設
）
４
階
会
議
室 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。 

今
回
か
ら
、
初
句
会
で
実
行
し
た
よ
う
に
清
記
を
事
前
にP

C

に
て
入
力
し
、
句
会
当
日
に
は
、
入
力
原
稿
の 

確
認
後
、
す
ぐ
に
選
句
に
か
か
れ
る
よ
う
句
会
の
段
取
り
を
変
更
し
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
従
っ
て
、 

句
会
日
に
先
立
ち
、
参
加
者
の
出
句
予
定
句
及
び
投
句
を
当
方
に
頂
戴
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

締
切
：
二
月
二
十
一
日
（
火
）
中
。 

出
句
・
投
句
は
今
井
宛FAX
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
或
い
はFAX

（03-3421-9772

）
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
事

前
に
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

尚
、
当
日
ご
出
席
の
方
で
、
し
ゃ
れ
な
あ
ど
の
場
所
が
初
め
て
の
か
た
は
、
星
田
ま
で
お
電
話
を
頂
戴
出

来
れ
ば
ご
説
明
致
し
ま
す
。
田
園
都
市
線
三
軒
茶
屋
の
駅
出
口
は
北
口
左
階
段
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
お
電

話
い
た
だ
け
れ
ば
お
迎
え
に
上
が
り
ま
す
。
遠
慮
な
く
お
申
し
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

☆
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
所
在
地 

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂2-16-7 

宝
く
じ
売
り
場
が
目
印
の
ビ
ル 

☆
星
田
携
帯
電
話 

 
080-8870-8201 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

 

青
葉
会
報 

一
、
冬
晴
の
午
後
、
孤
舟
選
者
の
娘
さ
ん
お
住
居
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
お
借
り
し
て
二
度
目

と
な
る
句
会
に
選
者
ら5

名
が
出
席
。
コ
ロ
ナ
罹
患
、
お
怪
我
、
ご
法
事
等
々
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
用
事
で
欠
席
の
方
を
含
め20

名
の
投
句
全71

句
が
集
ま
り
ま
し
た
。5

名
の
清
記
に
や
や
苦
労
が
あ
る
か
と
、
事
前
に
す
べ
て
の
句
を
啓
子
さ
ん
が
入
力

し
て
打
ち
出
し
た
一
覧
表
を
句
会
冒
頭
に
配
布
、
選
句
か
ら
の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
や
や
寂
し
い
と
は
い
え
、
充
分
に
選
句

及
び
五
郎
太
さ
ん
の
披
講
に
充
分
に
時
間
を
取
る
こ
と
が
出
来
、
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
感
想
を
述
べ
合
い
、
文
法
的
な
問
題
点

な
ど
も
気
に
な
る
点
を
確
認
す
る
時
間
と
も
な
り
有
意
義
な
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
啓
子
さ
ん
寄
贈
の
「
加
賀
鳶
」
と
お
つ
ま

み
を
賞
味
し
な
が
ら
浅
草
新
春
歌
舞
伎
総
見
の
こ
と
な
ど
話
題
に
上
り
ま
し
た
。
ご
覧
の
よ
う
に
、
佳
句
が
多
く
選
句
に
苦
労

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
初
句
会
で
し
た
が
、
こ
の
場
で
も
話
題
と
な
っ
た
孤
舟
選
者
、
康
敏
さ
ん
の
句
が
高
得
点
で
し
た
。 

蛇
足
で
す
が
、
小
生
は
方
向
音
痴
で
、
集
合
場
所
のJ

R

五
反
田
駅
で
出
口
を
間
違
え
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
、
関
係
者
近
詠 

 
 

ア
カ
ペ
ラ
で
墓
前
礼
拝
天
高
し 
 
 

 
 

眞
希
子 

 
 
 
 

北
総
の
大
地
を
時
雨
一
直
線 

 
 
 

 
 
 

陽
亮 

 
 

せ
っ
か
ち
な
友
の
干
柿
甘
乾
き 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

本
流
を
逸
れ
て
歩
み
し
夜
の
寒
さ 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

野
良
と
い
ふ
犬
消
え
し
街
猫
じ
ゃ
ら
し 

 
 
 

仝 
 
 
 
 

熟
柿
啜
れ
ば
や
た
ら
涙
の
出
る
夕
べ 

 
 
 
 

仝 

 
 

表
彰
は
さ
ら
さ
ら
進
む
仏
手
柑 

 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 
 

血
圧
と
ふ
難
物
抱
へ
冬
迎
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 

柳
川
の
風
う
す
う
す
と
返
り
花 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

諾
へ
ぬ
菊
を
膾
に
す
る
野
蛮 

 
 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

晩
秋
の
柳
川
下
り
夫
婦
舟 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

立
冬
に
新
團
十
郎
の
初
日
か
な 

 
 

 
 

紀
久
男 

 
 

群
れ
立
ち
て
冬
の
雀
と
な
り
ゆ
け
り 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

 
 

成
田
山
奉
納
歌
舞
伎 

海
老
蔵
に
喝
！
贔
屓
や
め
よ
う
か
夜
寒
道 

 
 

仝 
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團
十
郎
襲
名
「
助
六
」 

顔
見
世
の
大
向
ふ
な
る
十
寸
見
會
（
ま
す
み
会
） 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
註
）
河
東
節
の
会
員
。
老
舗
の
旦
那
衆
中
心
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」 

２
月
号 

 

横
澤
放
川
選―

―
―
―
―
―

 

  
 

数
へ
日
の
遅
々
と
進
ま
ぬ
身
の
整
理 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

数
へ
日
の
新
調
畳
の
青
さ
か
な 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

数
へ
日
の
少
年
少
女
塾
通
い 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

書
初
め
や
太
子
唱
へ
る
「
和
」
の
一
字 

 
 
 

仝 

 
 

願
い
事
ひ
と
つ
に
絞
り
初
恵
比
寿 

 
 
 
 

 

仝 
 

 
 
 

晩
酌
に
𩸽
（
ほ
っ
け
）
の
干
物
丸
齧
り 

 

紀
久
男 

 
 

さ
り
げ
な
く
安
否
問
ふ
子
や
年
の
夜 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

胃
癌
癒
え
極
月
一
杯
酒
を
断
つ 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

極
月
や
歯
医
者
褒
め
を
る
二
十
本 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

き
さ
ら
ぎ
会 

1
2

月
・1

月
号―

―
―
―
―
―
―
―

 

  
 

ひ
っ
そ
り
と
息
す
る
ご
と
し
寒
牡
丹 

 
 
 

允
章 

休
肝
日
鍋
焼
き
う
ど
ん
で
済
ま
せ
け
り 

 
 
 

仝 

  
 

ロ
ウ
ソ
ク
の
火
の
温
か
き
聖
夜
か
な 

 
 
 

規
雄 

 
 
 

※NHK

俳
句
「
添
削
コ
ー
ナ
ー
」（
選
者
：
井
上
弘
美
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
、12

月1
1

日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

  

三
、
孤
舟
選
者
近
詠 

上
州
の
風
に
締
ま
り
し
懸
大
根 

 
 

木
も
草
も
日
毎
に
寡
黙
冬
ざ
る
る 

 
 

鋤
焼
は
家
族
の
丸
く
な
る
と
こ
ろ 

 
 

一
握
り
ほ
ど
の
陽
だ
ま
り
ひ
め
つ
ば
き 

 
 

消
し
ゴ
ム
で
消
せ
ぬ
来
し
方
冬
銀
河 

 

令
和
五
年
二
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

記 

   


